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	2022年度「光華EDUALプログラム（リテラシーレベル）」
	自己点検・評価報告書
	2023年 3月 16日
	京都光華女子大学　自己点検評価委員会
	1. 点検・評価の実施と結果
	本学「光華EDUALプログラム（リテラシーレベル）」は、2021年度の実施内容を文部科学省に申請し、2022年度に「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定を受けた。2022年度の実施状況およびプログラムの達成・進歩状況の点検・評価を行ない、リテラシーレベルのデータサイエンス教育を適切に実施していることを確認した。詳細は以下のとおりである。
	2. 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）を構成する科目と、文部科学省の5つの審査項目との対応
	（1） プログラムを構成する科目
	（2） 文部科学省の5つの審査項目との対応
	3. プログラムの履修・修得状況
	4. 全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況
	2022年度は、1年次でのリテラシーレベル修了率が78％と前年度93％と比べて低下した。その主な原因は、「情報リテラシー応用」の履修率低下および単位取得率の低下である。1年次での履修率は98％（2021年度）から93％（2022年度）に、単位取得率は91％（2021年度）から83％（2022年度）に低下した。2023年度入学生からは「情報リテラシー応用」を「データサイエンス入門」に変更し、全学必修となる。したがって、今後は、より一層の学習サポート体制を整えるとともに、2年次以降での再履修がしやす...
	以上

